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研究成果の概要（和文）：本領域では、令和2年度に、４つの海外研究拠点（ドイツ、中国、カナダ、オースト
ラリア）と協定を結んで、若手研究者の交流事業および国際シンポジウムの開催を予定していた。しかし、令和
２年度に端を発するコロナ禍においては、若手の交流事業や国際シンポジウム開催が難しいため、それに代わっ
て、ZOOMを使ったオンラインミーティングを開催して、国内外の研究者の交流を促進した。主として国内外の若
手研究者が、自分の研究成果を英語で発表して、それに対して、参加者がフィードバックを行うという形式で行
い、これらのイベントは、総じて参加者から好評であった。

研究成果の概要（英文）：We planed to organize an international meeting in 2020 and also planed to 
internship between 4 research institutes at Germany, China, Canada, and Australia. However, due to 
the COVID19 pandemic situation, we decided to quit the meeting as well as internship. Instead, we 
organized ZOOM-based meetings within the neuroscience fields. In this ZOOM meeting, 1-2 young 
researches briefly presented their own research data in English and participants gave them 
constructive feedback. In general, these events seemed to be well-accepted but the participants and 
audience.
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
コロナ禍において人流が大きく制限されたときに、どのようにしてサイエンスの活動を確保し、さらに新たな方
向性を見出すのか、という取り組みが問われる一年間であった。我々の研究班は、様々な試行錯誤の後に、ZOOM
による活動を選択し、そのアクセスの良さを利用して、新たな取り組みができたと考えている。パンデミック後
には、リアルとオンラインのハイブリッドという方向性が強く出てくると予想されるが、この一年の経験や試行
錯誤は、今後ベストの方向性を目指すときに、大きな指針となると考えている。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 
研究開始当初は、国内でも国際的にも、神経回路スクラップ＆ビルドというキー

ワードさえも認知されておらず、まずは日本の高い研究レベルを世界的に浸透

させること、さらにアクティブな海外研究者を巻き込んで研究領域を確立・発展

させることを目指した。 
 
２．研究の目的 
 
新学術研究領域の若手の海外交流、国際会議の開催、国際共同研究の推進を目的

とした。 
 
３．研究の方法 
 
本領域の海外研究拠点（ドイツ・マックスプランク神経生物学研究所、中国・上

海神経科学研究所、カナダ・マクギル大学、オーストラリア・クイーンランド大

学）を中心とした領域の若手の海外交流、コールドスプリングハーバー会議など

著名な国際会議の誘致・開催、国際共同研究のサポートを行った。 

 

４．研究成果 

 
本領域では、４つの海外研究拠点（ドイツ・マックスプランク神経生物学研究所、

中国・上海神経科学研究所、カナダ・マクギル大学、オーストラリア・クイーン

ランド大学）と協定を結び、令和 2 年度に若手研究者の交流事業および国際シ
ンポジウムの開催を予定していた。しかし、令和 2 年度に端を発するコロナ禍
においては、若手の交流事業や国際シンポジウム開催が難しくなったため、止む

を得ず中止を決定し、それに代わって、ZOOM を使ったオンライン・ミーティ
ングを定期的に開催し、国内外の研究者の交流を促進した。幸いなことに、平成

30年度に、神戸においてコールドスプリングハーバー国際会議を主催しており、
すでに信頼関係を築いていたことから、多くの海外研究者が参加に賛同してく

れた。主として国内外の若手研究者が、まず自分の研究成果を英語で発表し、そ

れに対して、参加者がフィードバックを行うという形式で行い、これらのイベン

トは、総じて参加者からも非常に好評であった。また、このような ZOOMベー
スの交流をきっかけとして、若手研究者同士の交流が進み、具体的な共同研究に

まで発展した例もあった。したがって、コロナ禍の困難な状況にあっても、



ZOOM によるオンライン交流へと舵を切ることにより、ある程度の目的は達成
できたと考えている。 
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